
CONTENTS

6月定例会の審議結果………………… 2

委員会リポート ……………………… 3

一般質問 ……………………………… 4

行政視察受け入れ状況 …………… 16

編集後記 …………………………… 16

http://w
w
w
.city.tom

igusuku.okinaw
a.jp/m

unicipal_governm
ent/55　

発
行
/
沖
縄
県
豊
見
城
市
議
会
　
議
長
　
大
城
吉
徳
　
　
　
　
　
  編
集
/
議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会
　
委
員
長
　
新
垣
亜
矢
子

〒
901-0292　

豊
見
城
市
字
翁
長
8
5
4
番
地
1

電
話（
098）850-0025　

FAX（
098）850-6444

gikai@
city.tom

igusuku.lg.jp

第
10
回
豊
見
城

  

ハ
ー
リ
ー
大
会

ようこそ豊見城市へ！ 行政視察受け入れ状況

○平成29年度視察受け入れ状況（平成29年 8月末時点）

市議会の詳しい情報は、豊見城市議会のホームページをご覧ください。　

と　 み　ぐすく

毎年、本市には全国各地の議会から行政の取り組み状況や市内の関連施設について視察の方々が訪れます。
なお、視察の際には関係各課、議会事務局で対応し説明を行っております。来訪都市、視察内容について、
ご紹介します。

青森県十和田市議会

議会だより調査特別委員会メンバー

福島県川俣町議会 茨城県下妻市議会

検  索豊見城市議会　　　　×

　本会議は誰でも傍聴することができます。会議当日、傍聴者
名簿に住所・氏名等を記入するだけの簡単な手続きです。市議
会の活動を知るよい機会となりますので、ぜひお越しください。

　（6月定例会の傍聴人数は27人でした。）

議　会　傍　聴　の　ご　案　内

　会期日程は決定次第、ホームペー
ジに掲載します。詳しくは、議会事
務局（Tel.098-850-0025）まで
お問い合わせください。

次の定例会は９月12日
開会予定です。

編集後記

市議会だよりリニューアル！！NEWＳ

　本号から、分かりやすく、もっと親しまれる

紙面を目指して、議会だよりが生まれ変わりま

した。これからも市民のみなさんに「よみたい」

と感じていただける「議会だより」を目指して

取り組んで行きます。

　今回号から紙面を刷新しました。市民
からの意見や編集委員の如何にしたらわ
かりやすい、読みやすい紙面にするか努
力してきた結果であります。
　市民の意見をおおいに取り入れていき
ますのでご意見をお願いします。
　戦後72年が経過してきましたが、戦
争の危機が叫ばれています。一方、平和
を求める声も大きくなっています。

　国連で7月7日に核兵器禁止条約が採
択されました。今、国連を動かしている
のは大国でなく、小国の多数が強くなっ
てきました。民主主義が世界に根付いて
きた証です。
　豊見城市は核兵器廃絶都市宣言をして
います。市民運動が国を動かし、世界を
動かしていることも歴史が進んでいる証
です。　　　　　　　　　　（佐事安夫）
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６月定例会

全国市議会議長会
永年勤続表彰

全国市議会議長会より、永
年にわたり地方自治の進
展に寄与した功績により、
瀬長 宏 議員が20年勤続
表彰を受けました。



６月 定例会の審議結果
　平成29年６月定例会は、６月２日（金）～６月20日（火）
までの19日間の会期で開催されました。議案等を審議し、
議決しましたので、その一部を紹介します。他の議案等の
審議結果については、豊見城市議会ホームページよりご覧
ください。

議案第30号
平成29年度一般会計補正予算（第１号）

議案第35号
農業委員会の農業委員及び農地利用最適化推進委員の定数を
定める条例の制定

承認第１号
平成28年度一般会計補正予算（専決第１号）

承認第２号
平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（専決第2号）

　国民健康保険特別会計の財政事情が厳しいため、一般会計より1億8,308万4千円を繰り出し、国民健康
保険特別会計へ繰り入れました。

当初予算総額に9,294万2千円を追加し、予算総額を250億5,694万2千円としました。
○補正予算の主な内容
　・議員報酬（増額）　　　　　　　・一般コミュニティ助成事業（新規）
　・防犯灯等緊急整備事業（新規）　・特定地域経営支援対策事業（増額）

　農業委員会等に関する法律が一部改正され農地利用最適化推進委員が新設されたことに伴い、農業委員
及び農地利用最適化推進委員の定数を定めました。

【改正前】 【改正後】

委員名 農業委員 農業委員 農地利用最適化推進委員

主な役割
　委員会における農地の権利移動等の
意思決定及び農地パトロール（耕作放
棄地の発生・防止・解消等）の現場活動

　主に委員会における農地の権利移動
等の意思決定

　農地パトロール（耕作放棄地の発生・
防止・解消等）の現場活動

選出方法 選挙・推薦 推薦・公募による市長の任命制
（議会の同意が必要）

推薦・公募による
農業委員会の委嘱制

定数 １２名 ８名 ４名

豊見城市議会　　　　×豊見城市議会　　　　×豊見城市議会　　　　× 検索

原案可決

原案可決

承　認

承　認

●予算案 ２件
●条例案 ５件
●その他議案 ６件
●報告 ６件

●意見書案 ３件
●陳情 ３件
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　駐留軍関係離職者等臨時措置法が2018年５月
に有効期限を迎えるため、駐留軍労働への理解と
駐留軍関係離職者等臨時措置法の必要性を勘案し、
同法の有効期限を再延長されるよう関係省庁に対
し要請を行ってほしいという陳情です。陳情は採
択され、意見書を、厚生労働大臣、防衛大臣に提
出しました。

意見書案第５号
駐留軍関係離職者等臨時措置法
の有効期限延長に関する意見書

陳情第２号
「駐留軍関係離職者等臨時措置
法」の有効期限延長に関する陳情

駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書
  
　駐留軍関係離職者等臨時措置法は、2018年５月16日で有効期
限を迎える。
駐留軍雇用は、米国の軍事政策や国際情勢等に影響を受ける特殊
な職場環境下にあり、本質的には不安定な状況に置かれている。
　本県においては「在沖海兵隊のグアム移転及び嘉手納以南の基
地返還と北部基地への統合」などを含む在日米軍再編に関する合
意をしており、「沖縄における在日米軍施設・区域に関する統合
計画」も発表されている。
　海兵隊施設には、4,854人（平成29年３月）、嘉手納以南の対
象施設には3,734人（平成29年３月）の日本人従業員が勤務して
おり、状況如何によっては駐留軍等労働者としての雇用継続が困
難となる事態も懸念され、これまで以上に駐留軍関係離職者等臨
時措置法に基づく雇用対策が不可欠である。
　昨今の全国的な雇用情勢は、完全失業率３％台で推移している
が、県内の失業率は全国の約２倍で推移している。また、駐留軍
等労働者は中途採用者が多いことから平均年齢46.3歳と高い状
況にある。こうした状況の中、万が一、大規模な人員整理等が発
生すれば、駐留軍関係離職者の再就職・自活の道は容易ではなく、
地域的な雇用情勢はパニック状態に陥ることは必定である。
　よって、国におかれては、駐留軍労働への理解と駐留軍関係離
職者等臨時措置法の必要性を勘案のうえ、同法の有効期限を再延
長されるよう強く要請する。
 
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。
 

平成29年６月20日
沖縄県豊見城市議会

 
　あて先　厚生労働大臣、防衛大臣

委員会リポート 特別委員会編 　　※活動内容をご紹介します。

議会改革調査特別委員会

議会だより調査特別委員会

宅地課税証明書の誤発行に関する調査特別委員会

　議会改革に関する７項目の調査事項「議会棟建設工事」、「議会公開の
あり方」、「議員定数」、「同日選挙」、「政務活動費」、「議員報酬」、「議
会基本条例」について、調査研究等を行っています。現在は、「議会基本
条例」の制定について、活発な議論、調査研究を進めているところです。

　議会だよりの編集、調査研究を行っています。より多くの市民の皆さん
に読んでいただける議会だよりを目指し、今号から紙面のデザインをリ
ニューアルしました。今後とも紙面の編集に改良を加えて、より分かりやす
い充実した「とみぐすく市議会だより」にしていくよう取り組んでいきます。

「宅地課税証明書誤発行の調査に関する事項」、「再発防止に関する事項」、「国家賠償法に基づく訴訟事件への
市の対応等を調査する事項」について調査・審査等を行っています。

議会基本条例制定について議論

リニューアルにむけて編集作業中

原案可決

採　　択
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　６月定例会では、22人の議員が一般質問を行い、３日間にわたり活発な議論を展開しました。
　質問と答弁は要約、抜粋されておりますので、質問事項の全文記録（議事録）については、豊見城市議
会ホームページの会議録検索システムより、ご覧ください。

　また、本会議は誰でも傍聴することができます。会議当日、傍聴者名簿に住所・氏名等を記入するだけ
の簡単な手続きです。市議会の活動を知るよい機会となりますので、ぜひお越しください。
（６月定例会の傍聴人数は27人でした。）

ページ 質問議員 質問事項　※議会だよりには一部のみの掲載になります。

5
新　垣　亜矢子 ○教育行政について　○公立幼稚園について　○道路行政について

山　川　　　仁 ○瀬長地域の市道 6号線、63号線交通環境整備について　他６件

6
与那覇　清　雄 ○西部地区の活性化策及び道路行政について　○教育行政について　他１件

仲　田　政　美 ○教育行政について　○婚活イベントについて　○豚舎の悪臭対策について　他２件

7
比　嘉　　　綾 ○高齢者の地方移住について　○介護予防の取り組みについて　他２件

楚　南　留　美 ○通学路の安全対策について　○臨時福祉給付金について　他１件　

8
大　城　敬　理 ○乳幼児健診について　○保育行政について　○環境衛生について

儀　間　盛　昭 ○国民健康保険事業について　○公園管理について

9
德　元　次　人 ○とみぐすく祭りについて　○スポーツ振興について　○保育行政について　他１件　

大　田　善　裕 ○沖縄振興一括交付金について　○財政について　○市民の安全について

10
大　田　正　樹 ○豊見城中学校区内の児童館設置について　○豊崎海浜公園について　他１件

赤　嶺　勝　正 ○子ども・子育て支援新制度について　○農振・農用地について　他３件

11
比　嘉　　　彰 ○下水道事業について　○公園整備について　○墓地建設について　他３件

佐　事　安　夫 ○学校給食センター調理等委託業務について　○市公営墓地整備計画について　他２件

12
赤　嶺　吉　信 ○西海岸地区の津波災害時の避難表示の設置について　他２件

外　間　　　剛 ○土地区画整理事業縮小に伴う認定道路について　　○新庁舎建設について　他２件

13
新　垣　繁　人 ○未来へ繋ぐ子育て支援について　○豊崎の護岸整備について　他３件

瀬　長　　　宏 ○損害賠償裁判について　○就学援助制度の取り組みについて　○待機児童問題について

14
宜　保　安　孝 ○道路行政について　○教育行政について　○交通行政について　○保育行政について

當　銘　清　弘 ○市街化区域の見直しについて　○豊見城農業振興地域整備計画について　他 3件

15
比　嘉　仁　一 ○損害賠償事件について　○豊崎の公園管理について　他１件

赤　嶺　一　富 ○災害に強いまちづくりについて　○道路行政について

※ 一般質問とは、議員が市の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、疑問点について市長の見解を求め
るもの。本市議会の質問時間は、答弁時間を含み１人４２分以内です。

 QRコードはこちら⇒

一 般 質 問 市政を問う

　豊見城市議会　　　　× 検 索
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瀬長・田頭地域の声に迅速かつ
柔軟に対応し未来への街づくりを！ とみぐすく新風会
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預
か
り
保
育
が
実
施

さ
れ
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
２
園

で
３
歳
児
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

２
カ
月
余
り
た
ち
ま
し
た
が
、
課

題
と
し
ま
し
て
は
保
育
士
確
保
が

厳
し
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
多
く
の
保
護
者
か
ら

は
、
公
立
幼
稚
園
な
ど
３
歳
児
を

受
け
入
れ
た
こ
と
に
対
し
、
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

受
け
入
れ
を
増
や
し
て
ほ
し
い
要

望
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問
保
護
者
か
ら
は
区
域
が

違
っ
て
も
２
年
保
育
、
３
年
保
育

を
求
め
て
い
る
方
が
い
て
、
評
価

が
良
い
。
今
後
も
複
数
年
保
育
を

充
実
さ
せ
、
幼
児
教
育
か
ら
継
続

し
た
学
校
教
育
を
実
施
す
る
こ
と

に
つ
い
て
見
解
は
。

保
育
幼
稚
園
課
長
今
年
度
は
３

年
保
育
、
２
年
保
育
、
１
年
保
育
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
状
況
を
検
証
し
、

本
市
に
お
け
る
教
育
課
程
や
複
数

年
保
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
は
、
幼
稚
園
現
場
や
教
育
委
員

会
と
情
報
共
有
の
上
、
考
え
ら
れ

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

出
費
の
か
さ
む
３
月
に
中
学
校

入
学
準
備
金
支
給
を
検
討

質
問
就
学
援
助
費
は
年
３
回
支

給
さ
れ
て
い
る
が
、
入
学
を
控
え

る
児
童
生
徒
の
学
用
品
費
は
３
月

に
出
費
が
か
さ
む
。
入
学
準
備
に

対
応
で
き
る
よ
う
認
定
時
期
の
改

善
と
、
６
年
生
に
対
し
て
早
目
の

申
請
声
掛
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
平
成
30
年
４
月

に
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
生
徒
を

対
象
に
、
入
学
前
の
３
月
に
学
用

品
費
と
し
て
の
入
学
準
備
金
を
支

給
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い

く
。
６
年
生
の
９
月
前
後
に
は
対

象
者
も
含
め
て
全
員
に
、
お
知
ら

せ
し
、
３
月
に
間
に
合
わ
せ
る
よ

う
で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

自
転
車
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
に

つ
い
て

・�

渡
嘉
敷
と
エ
コ
シ
テ
ィ
と
は
し

な
を
結
ぶ
交
差
点
（
市
道
20
号

線
、
23
号
線
、
26
号
線
）
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

・�

お
な
が
橋
に
非
常
時
利
用
で
き

る
階
段
を
つ
け
、
歩
行
者
専
用

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て

豊政会
新垣　亜矢子
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就学援助金の入学支度金を新中学
校入学生徒へ３月までに支給開始 公明党

仲田　政美

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

質
問
今
や
社
会
全
体
で
叫
ば
れ

て
い
る
中
、
本
市
と
し
て
も
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

一
つ
に
就
学
援
助
金
が
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
９
月
の
一
般
質
問
で
、

現
在
、
入
学
後
８
月
に
支
給
さ
れ

て
お
り
ま
す
も
の
を
新
入
学
生
へ

３
月
に
支
給
で
き
る
よ
う
、
そ
の

仕
組
み
づ
く
り
を
と
質
問
。
答
弁

は
、
早
期
認
定
、
早
期
支
給
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
た
い
と
あ
り
ま

し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
ア
今
年
度

の
直
近
の
申
請
者
数
を
伺
う
。
イ

こ
の
制
度
は
新
入
学
児
童
生
徒
に

と
り
ま
し
て
は
、
入
学
の
た
め
の

支
度
金
と
な
り
ま
す
。
３
月
支
給

へ
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長
ア
平
成
29
年
度

の
就
学
援
助
の
申
請
者
は
、
５
月

１
日
現
在
約
１
千
200
人
弱
。
イ
３

月
支
給
に
向
け
て
の
早
期
認
定
に

つ
い
て
、
平
成
30
年
４
月
に
中
学

校
へ
入
学
す
る
生
徒
を
対
象
と
し

て
、
入
学
前
の
３
月
ま
で
に
支
給

す
る
方
向
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
小
学
校
に
拡
充
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。

男
女
混
合
名
簿
、
全
幼
稚
園
で

質
問

人
権
教
育
の
観
点
か
ら
、

男
女
混
合
名
簿
を
全
幼
・
小
・
中
学

校
へ
導
入
拡
大
の
進
捗
状
況
は
。 

学
校
教
育
課
参
事
現
在
、
全
幼

稚
園
で
実
施
。
小
学
校
は
、
開
校

当
時
か
ら
豊
崎
小
学
校
、
さ
ら
に

昨
年
と
よ
み
小
学
校
が
男
女
混
合

名
簿
を
導
入
し
て
い
る
。

 

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

質
問
自
治
体
に
よ
る
婚
活
支
援

事
業
が
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、
取

り
組
み
、
開
催
す
る
考
え
を
伺
う
。

企
画
情
報
課
長
出
会
い
の
場
を

提
供
す
る
婚
活
事
業
へ
の
行
政
に

よ
る
支
援
も
検
討
が
必
要
か
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
市
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
も
踏
ま
え
、
必
要

性
を
検
討
し
て
ま
い
る
所
存
。

豚
舎
の
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

質
問

字
豊
見
城
の
豚
舎
悪
臭
改

善
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
環
境
課
長
平
成
28
年
度
か

ら
は
生
活
環
境
課
、
農
林
水
産
課
、

南
部
保
健
所
、
中
央
家
畜
保
健
衛

生
所
の
４
機
関
で
定
期
的
に
情
報

共
有
や
臭
気
等
の
改
善
に
向
け
た

調
整
会
議
を
実
施
。
各
機
関
が
定

期
的
に
豚
舎
を
訪
問
し
、
現
状
確

認
や
ふ
ん
尿
処
理
の
仕
方
、
臭
気

等
の
改
善
指
導
を
行
う
な
ど
、
改

善
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
わ
く
わ
く
ポ
イ
ン
ト
事
業
導
入

・
那
覇
空
港
自
動
車
道
桁
下
利
用

西部地区の活性化及び
道路行政について とみぐすく新風会

与那覇　清雄

質
問
地
区
計
画
策
定
事
業
（
県

道
東
風
平
豊
見
城
線
沿
線
地
区
）

の
事
業
内
容
及
び
経
過
、
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

市
街
地
整
備
課
長
平
成
27
年
度

よ
り
当
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
と
も
に
、
方
向
性
と
整
備
手

法
に
つ
い
て
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
、
合
意
形
成
を
図
っ

た
後
に
事
業
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
産
業
集
積
基
盤
整
備
事
業

（
与
根
地
区
）
の
事
業
内
容
及
び

経
過
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

市
街
地
整
備
課
長
平
成
28
年
度

に
は
組
合
施
工
区
画
整
理
の
実
施

に
向
け
て
、
権
利
者
に
よ
る
組
合

設
立
準
備
会
が
発
足
さ
れ
た
。
合

意
形
成
が
図
ら
れ
た
後
に
は
、
組

合
の
設
立
認
可
申
請
な
ど
の
法
的

手
続
き
を
進
め
、
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

質
問
豊
見
城
中
学
校
改
築
事
業

の
内
容
及
び
進
捗
状
況
、
今
後
の

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

学
校
施
設
課
長
去
る
３
月
に
基

本
設
計
を
完
了
し
、
現
在
実
施
設

計
を
し
て
い
る
。
平
成
29
年
10
月

か
ら
造
成
工
事
と
同
時
に
、
現
在

の
武
道
場
の
解
体
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
完
了
後
、

平
成
30
年
１
月
に
普
通
教
室
棟
及

び
体
育
館
の
建
築
工
事
に
着
手
し
、

平
成
31
年
３
月
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
。

質
問
上
田
小
学
校
、
幼
稚
園
改

築
事
業
の
内
容
及
び
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

学
校
施
設
課
長
校
舎
棟
を
今
年

度
中
に
完
成
さ
せ
、
平
成
30
年
４

月
か
ら
旧
校
舎
棟
を
解
体
し
、
運

動
場
や
屋
外
外
構
工
事
の
整
備
に

着
手
す
る
予
定
で
あ
り
、
平
成
31

年
３
月
の
事
業
完
了
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

質
問
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会

の
そ
の
後
の
審
議
の
進
み
具
合
に

つ
い
て
。

学
校
教
育
部
長
弁
護
士
や
医
師
、

臨
床
心
理
士
な
ど
専
門
家
６
名
の

委
員
が
、
多
忙
な
日
程
を
調
整
し

な
が
ら
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

毎
回
、
専
門
委
員
会
が
終
了
す
る

と
、
委
員
長
が
マ
ス
コ
ミ
に
対
し

て
審
議
状
況
を
説
明
し
て
い
る
。

報
道
に
よ
る
と
報
告
書
完
成
は
９

月
半
ば
以
降
で
あ
る
。
審
議
委
員

が
全
て
対
応
し
て
い
る
の
で
理
解

を
お
願
い
し
た
い
。

用
語
の
解
説

土
地
区
画
整
理
事
業

道
路
、
公
園
、
河
川
等
の
公

共
施
設
を
整
備
・
改
善
し
、

土
地
の
区
画
を
整
え
宅
地
の

利
用
の
増
進
を
図
る
事
業
。

　平成 29年 6月定例会　とみぐすく市議会だより● vol.179　6 

一 般 質 問



質
問
「
て
く
て
く
登
校
」
を
推

進
す
る
上
で
、
通
学
路
の
継
続
的

な
安
全
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

は
重
要
、
平
成
24
年
以
降
の
合
同

点
検
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

道
路
課
長
平
成
24
年
以
降
、
合

同
点
検
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
年
度
８
月
ご
ろ
を
め
ど
に
、
関

係
機
関
を
含
め
た
合
同
点
検
を
実

施
す
る
予
定
。

質
問
通
学
路
に
あ
る
信
号
機
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
横
断
歩
道
を

カ
ラ
ー
舗
装
（
青
塗
り
）
で
き
な

い
か
伺
う
。

道
路
課
長
現
場
の
交
通
量
や
見

通
し
、
歩
行
者
の
危
険
性
や
緊
急

性
等
を
踏
ま
え
対
策
を
行
っ
て
い

る
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
本
来
、

横
断
歩
道
の
管
理
者
は
沖
縄
県
公

安
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
予
算
状
況
も

鑑
み
な
が
ら
道
路
管
理
者
と
し
て

協
力
で
き
る
こ
と
は
検
討
し
た
い
。

質
問
歩
道
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
が
さ
れ
て
な
い
通
学
路
に
は

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
敷
設
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

道
路
課
長
教
育
委
員
会
や
各
学

校
、
地
域
の
方
々
の
考
え
や
要
望
、

ま
た
沖
縄
県
公
安
委
員
会
と
の
協

議
も
必
要
、
関
係
機
関
と
も
連
携

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
安
全
面
か
ら
不
安
を
口
に

す
る
保
護
者
が
い
ま
す
。
定
期
的

な
合
同
点
検
は
必
要
不
可
欠
、
８

月
の
合
同
点
検
以
降
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
考
え
か
伺
う
。

学
校
教
育
課
長
来
年
度
も
同
様

な
形
で
、
年
ご
と
に
取
り
組
め
る

よ
う
改
善
し
て
い
き
た
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

質
問
給
付
金
が
全
員
に
行
き
届

く
よ
う
に
、
特
に
高
齢
者
に
は
申

請
ま
で
の
支
援
が
も
う
少
し
必
要

と
考
え
ま
す
が
。

社
会
福
祉
課
長
一
人
ひ
と
り
、

で
き
る
限
り
優
し
く
手
を
差
し
伸

べ
て
申
請
で
き
る
よ
う
に
職
員
が

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
そ
れ
を
続
け
て
い
き
た
い
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
消

防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

質
問
毎
日
の
よ
う
に
非
常
招
集

が
か
か
り
、
非
番
週
休
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
手
不
足
の
た
め
に
勤

務
に
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
で
は
、
万
全
の
態
勢
で
臨

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安
で
す
。

早
急
に
解
決
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

人
事
課
長
人
口
増
加
に
加
え
、

高
齢
化
も
加
速
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
に
対
す
る

需
要
は
増
え
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

消
防
体
制
を
検
証
し
つ
つ
、
市
全

体
の
組
織
体
制
の
あ
り
方
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

会派所属なし
楚南　留美

「てくてく登校」が安心して
できる環境を！

日本共産党
比嘉　綾

高齢者が住み慣れた地域で
自分らしく人生を過ごせる市に

高
齢
者
の
地
方
移
住
に
つ
い
て

質
問
民
間
有
識
者
か
ら
に
よ
る

日
本
創
成
会
議
で
は
、
医
療
、
介

護
不
足
の
解
決
策
の
一
環
と
し
て
、

政
府
や
自
治
体
に
高
齢
者
の
地
方

移
住
支
援
を
提
言
し
、
豊
見
城
市

は
入
っ
て
い
な
い
が
、
移
住
先
と

し
て
介
護
と
と
も
に
受
け
入
れ
能

力
の
あ
る
41
地
域
が
「
お
勧
め
地

域
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
沖
縄

県
で
も
石
垣
市
や
那
覇
市
は
入
っ

て
い
て
、
本
市
が
お
勧
め
地
に

入
っ
た
場
合
、
ど
う
対
応
す
る
の

か
伺
う
。

障
が
い
・
長
寿
課
長
首
都
圏
の

高
齢
化
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者

が
要
介
護
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
支
え
る
た
め
、

住
ま
い
、
医
療
、
介
護
・
予
防
、

生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
か

ら
の
支
援
は
当
然
で
あ
り
、
要
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
取
り

組
み
こ
そ
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
自
ら
実
行
で
き
る
こ
と
が
、

介
護
予
防
の
原
点
で
あ
り
高
齢
化

に
よ
る
機
能
低
下
や
障
害
を
抱
え

な
が
ら
で
も
、
や
り
が
い
と
生
き

が
い
を
持
っ
て
、
生
活
を
維
持
す

る
こ
と
こ
そ
、
心
身
と
も
に
充
実

し
た
状
態
を
持
て
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
、
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
だ
け
で
は
な
く
、

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な

支
援
体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

障
が
い
・
長
寿
課
長
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、

地
域
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な

る
こ
と
を
予
防
し
、
要
介
護
状
態

な
ど
に
な
っ
た
場
合
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
る
。

用
語
の
解
説

要
介
護

現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
状
態
。
介

護
が
必
要
な
方
の
状
況
に
合

わ
せ
て
５
段
階
に
分
類
。

高齢者が安心して暮らす市へ
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
内
学
生
と

の
コ
ラ
ボ
で
市
民
に
希
望
を
！

質
問
「
と
み
ぐ
す
く
祭
り
」
の

中
で
市
内
学
生
と
出
演
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
ダ
ン
ス
コ
ラ
ボ
交
流
と

し
て
実
施
で
き
な
い
か
伺
う
。

商
工
観
光
課
長
取
り
組
み
と
し

て
は
可
能
だ
と
思
う
の
で
、
実
施

す
る
「
と
み
ぐ
す
く
祭
り
実
行
委

員
会
」
と
調
整
す
る
。

質
問
今
後
も
恒
例
と
し
て
コ
ラ

ボ
を
継
続
す
る
た
め
に
、
実
施
事

業
者
へ
の
仕
様
書
等
で
事
業
実
施

を
明
記
す
る
こ
と
は
可
能
か
伺
う
。

商
工
観
光
課
長
受
託
業
者
選
定

の
際
の
判
断
材
料
の
一
つ
と
し
て
、

市
内
小
中
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
交
流
の
可
・
不
可
を
評
価

に
加
え
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
向
上
に
は

体
育
協
会
の
強
化
は
必
須
！

質
問
体
育
協
会
強
化
策
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

生
涯
学
習
部
長
市
か
ら
職
員
の

派
遣
を
行
い
、
役
員
体
制
の
強
化
、

体
育
施
設
の
指
定
管
理
、
さ
ら
に

体
育
協
会
と
し
て
選
手
強
化
策
で

各
種
競
技
大
会
の
開
催
は
も
と
よ

り
、
県
民
体
育
大
会
に
向
け
た
練

習
環
境
の
整
備
、
提
供
、
年
間
を

通
し
て
の
記
録
会
の
開
催
や
、
今

年
３
月
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
飛
鳥
選

日本共産党
儀間　盛昭

納めやすい国保税であるべきです

乳
幼
児
健
診
の
混
雑
解
消
に
つ

い
て

　
　
　

乳
幼
児
健
診
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
に
、
受
付
時
間
を
分

け
て
の
受
診
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
課
題

を
伺
う
。

健
康
推
進
課
長
乳
幼
児
健
診
の

受
付
時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
12
月
ま
で
の
健
診
で
は
受
付
時

間
が
平
均
１
時
間
か
ら
１
時
間
半
。

ピ
ー
ク
時
は
、
一
部
に
２
時
間
前

後
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
は

受
付
時
間
を
２
部
に
分
け
、
平
均

待
ち
時
間
が
56
分
、
最
長
で
１
時

間
31
分
、
最
短
で
13
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
ま
し

て
は
、
さ
ら
な
る
待
ち
時
間
の
短

縮
と
し
て
、
ス
マ
ホ
な
ど
に
よ
る

事
前
予
約
方
式
等
の
検
討
も
行
っ

て
い
ま
す
。

一
時
保
育
に
つ
い
て

質
問
市
民
か
ら
一
時
保
育
利
用

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か

伺
う
。

保
育
幼
稚
園
課
長
市
民
が
窓
口

と
か
、
問
い
合
わ
せ
に
来
た
場
合

は
、
認
可
外
に
つ
き
ま
し
て
は
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
案
内
し

て
い
ま
す
。

質
問
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
は
、
各
自
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
と
い
う
認
識
で
す

か
。

保
育
幼
稚
園
課
長
そ
の
と
お
り

で
す
。

質
問
各
園
に
市
民
が
問
い
合
わ

せ
を
し
な
い
と
把
握
で
き
な
い
と

い
う
状
況
は
非
常
に
ま
ず
い
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
改
善

し
て
い
く
た
め
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
一
時
保
育
を
や
っ
て
い
る
か
、

や
っ
て
い
な
い
を
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
伺
う
。

保
育
幼
稚
園
課
長
こ
ち
ら
の
ほ

う
は
ぜ
ひ
、
今
後
載
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

環
境
整
備
に
つ
い
て

質
問
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
ロ
ー
ソ

ン
裏
手
に
井
戸
が
５
つ
あ
り
、
そ

こ
に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
状
況
で
、

こ
の
井
戸
に
、
今
グ
レ
ー
チ
ン
グ

で
蓋
は
さ
れ
て
い
る
が
、
蚊
が
入

ら
な
い
よ
う
な
網
で
さ
ら
に
覆
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長
せ
せ
ら
ぎ
公
園

の
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
噴
水
の
タ
ン
ク

の
跡
だ
と
確
認
は
し
て
い
ま
す
の

で
、
現
場
を
確
認
し
て
、
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

子育てに優しいまちを目指して！
会派所属なし
大城　敬理

国
県
か
ら
の
助
成
実
現
を

　
　
　

県
単
位
化
実
施
後
、
納
め

や
す
い
市
国
保
税
目
指
し
、
県
か

ら
の
市
国
保
会
計
へ
の
財
政
支
援

求
め
る
べ
き
だ
が
見
解
を
伺
う
。

国
保
年
金
課
長
平
成
29
年
度
沖

縄
振
興
拡
大
会
議
に
て
市
町
村
提

案
議
題
と
し
た
。
今
後
も
市
長
会

や
国
保
研
究
協
議
会
等
を
通
し
、

積
極
的
に
要
請
し
た
い
。

赤
字
解
消
せ
よ

　
　
　

県
単
位
化
実
施
ま
で
の
国

保
累
積
赤
字
解
消
の
決
意
を
伺
う
。

国
保
年
金
課
長
平
成
28
年
度
国

保
決
算
は
５
億
７
千
700
万
円
の
繰

上
充
用
（
次
年
度
予
算
か
ら
使

う
）
を
行
っ
て
お
り
、
約
８
億
円

の
累
積
赤
字
を
抱
え
る
。
国
保
の

赤
字
解
消
に
は
収
納
率
の
向
上
等

が
あ
る
が
、
保
険
税
の
引
き
上
げ

は
厳
し
い
状
況
。
赤
字
解
消
は
、

一
般
会
計
繰
り
入
れ
の
調
整
を
今

後
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

高
価
な
東
屋
の
使
用
年
数
が
短

す
ぎ
ま
す

　
　
　

設
置
費
用
は
幾
ら
か
、
何

基
設
置
さ
れ
、
使
用
禁
止
は
何
基

か
、
何
年
で
使
用
禁
止
と
な
っ
た

か
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
東
屋
は
62
基
設

置
。
使
用
禁
止
６
基
。
１
基
約

１
千
万
円
。
使
用
禁
止
ま
で
の
年

数
は
、
し
お
さ
い
公
園
13
年
、
そ

の
他
は
18
年
で
す
。

３
千
万
円
の
遊
具
使
用
可
能
年

数
が
短
過
ぎ
る

質
問
５
公
園
６
基
が
使
用
不
可
。

供
用
開
始
か
ら
短
期
間
で
Ｃ
や
Ｄ

判
定
（
危
険
性
の
高
い
異
常
・
緊

急
修
繕
必
要
ま
た
は
破
棄
し
更
新

を
検
討
）
そ
の
見
解
を
伺
う
。
異

常
発
見
し
た
年
数
・
設
置
工
事
費

用
・
メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
豊
見
城
団
地
緑

地
２
基
の
異
常
発
見
年
数
は
６
年

と
５
年
。
そ
の
他
11
年
か
ら
１
年

で
す
。
保
存
文
書
が
保
存
年
限
を

経
過
し
、
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。

費
用
に
つ
い
て
は
妥
当
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
使
用
可
能
期
間
も
、

遊
具
の
耐
用
年
数
は
概
ね
10
年
か

ら
15
年
で
妥
当
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

質
問

質
問

高価な遊具が築５年で使用禁止では困ります
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海千山千の会
大田　善裕

自主財源の創出で、
足腰の強い財政運営を

「とみぐすく祭り」市民とアーティスト
コラボで意義深いものに！ 豊政会

德元　次人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
内
学
生
と

の
コ
ラ
ボ
で
市
民
に
希
望
を
！

質
問
「
と
み
ぐ
す
く
祭
り
」
の

中
で
市
内
学
生
と
出
演
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
ダ
ン
ス
コ
ラ
ボ
交
流
と

し
て
実
施
で
き
な
い
か
伺
う
。

商
工
観
光
課
長
取
り
組
み
と
し

て
は
可
能
だ
と
思
う
の
で
、
実
施

す
る
「
と
み
ぐ
す
く
祭
り
実
行
委

員
会
」
と
調
整
す
る
。

質
問
今
後
も
恒
例
と
し
て
コ
ラ

ボ
を
継
続
す
る
た
め
に
、
実
施
事

業
者
へ
の
仕
様
書
等
で
事
業
実
施

を
明
記
す
る
こ
と
は
可
能
か
伺
う
。

商
工
観
光
課
長
受
託
業
者
選
定

の
際
の
判
断
材
料
の
一
つ
と
し
て
、

市
内
小
中
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
交
流
の
可
・
不
可
を
評
価

に
加
え
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
向
上
に
は

体
育
協
会
の
強
化
は
必
須
！

質
問
体
育
協
会
強
化
策
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

生
涯
学
習
部
長
市
か
ら
職
員
の

派
遣
を
行
い
、
役
員
体
制
の
強
化
、

体
育
施
設
の
指
定
管
理
、
さ
ら
に

体
育
協
会
と
し
て
選
手
強
化
策
で

各
種
競
技
大
会
の
開
催
は
も
と
よ

り
、
県
民
体
育
大
会
に
向
け
た
練

習
環
境
の
整
備
、
提
供
、
年
間
を

通
し
て
の
記
録
会
の
開
催
や
、
今

年
３
月
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
飛
鳥
選

手
ら
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
い
て
行

わ
れ
た
陸
上
競
技
講
習
会
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

質
問
各
専
門
種
目
に
協
会
設
立

の
目
標
が
あ
る
の
か
伺
う
。

生
涯
学
習
部
長
協
会
設
立
が
競

技
力
向
上
、
組
織
強
化
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
で
会
長
は
じ
め
、

各
専
門
部
会
と
の
話
し
合
い
の
中

で
設
立
を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問
本
市
の
認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
検
討
状
況
を
伺
う
。

保
育
幼
稚
園
課
参
事
認
定
こ
ど

も
園
は
就
学
前
の
子
ど
も
に
対
し

て
教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
行
う

と
と
も
に
保
護
者
の
就
労
状
況
等

に
関
わ
ら
ず
利
用
で
き
、
地
域
に

お
い
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
子
育

て
支
援
を
行
う
等
交
流
の
場
と
し

て
利
用
で
き
る
施
設
で
、
公
立
幼

稚
園
か
ら
公
立
型
及
び
公
私
連
携

型
へ
の
移
行
を
中
心
に
検
討
中
。

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
に
つ
い
て

質
問
同
制
度
の
実
施
期
間
に
つ

い
て
、
伺
う
。

企
画
情
報
課
長
平
成
24
年
度
か

ら
10
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

制
度
は
、
本
土
復
帰
後
の
沖
縄
振

興
計
画
に
よ
る
振
興
策
で
、
現
在

の
改
正
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
改
正
法
の

期
限
は
平
成
33
年
度
末
ま
で
の
期

限
で
す
。

質
問

市
長
の
初
当
選
、そ
の
任

期
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す

か
。市

長
平
成
22
年
11
月
８
日
か
ら

で
す
。

質
問
市
長
の
任
期
後
に
、
同
制

度
が
施
行
さ
れ
た
と
理
解
し
ま
す
。

市
長
の
政
策
の
大
き
な
原
動
力
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
制
度
の
趣

旨
を
伺
う
。

企
画
情
報
課
長
同
制
度
の
趣
旨

は
、
市
町
村
が
沖
縄
の
振
興
に
資

す
る
事
業
等
を
自
主
的
に
選
択
し

て
作
成
し
た
事
業
計
画
に
基
づ
く

事
業
に
対
し
て
交
付
金
が
交
付
さ

れ
、
沖
縄
の
自
立
、
戦
略
的
発
展

に
資
す
る
も
の
な
ど
、
沖
縄
の
特

殊
性
に
起
因
す
る
事
業
に
充
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
先
ほ
ど
企
画
情
報
課
長
が

答
弁
さ
れ
た
中
で
平
成
33
年
３
月

が
期
限
と
の
事
で
す
が
、
市
長
は

制
度
の
延
長
を
望
む
よ
う
な
考
え

が
あ
る
か
、
伺
う
。

市
長
教
育
の
予
算
で
相
当
額
が

あ
り
ま
す
。
教
育
と
福
祉
、
そ
の

分
は
継
続
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
問
同
制
度
が
終
了
し
た
場
合
、

現
在
実
施
し
て
い
る
様
々
な
事
業

の
継
続
が
困
難
に
な
る
と
考
え
ま

す
が
、
当
局
の
対
応
を
伺
う
。

企
画
情
報
課
長
財
源
と
な
る
沖

縄
振
興
計
画
の
方
向
性
が
未
だ
に

具
体
化
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
４
年
後
の
一
括
交
付
金
の

終
期
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
現
行

制
度
を
フ
ル
活
用
し
、
各
分
野
に

お
い
て
、
豊
見
城
市
、
ひ
い
て
は

沖
縄
県
の
振
興
に
資
す
る
事
業
の

推
進
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

きいやま商店と豊見城中ダンス部とのコラボが実現！

一括交付金のねらいは、沖縄の自立した姿
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下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問
金
良
・
長
堂
地
域
へ
の
下

水
道
施
設
の
整
備
予
定
は
い
つ
か

伺
う
。

上
下
水
道
部
長

金
良
・
長
堂

地
域
へ
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
予
定
は
な
い
が
、

平
成
32
年
に
次
期
整
備
構
想
等
の

見
直
し
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
際
に
再
度
県
と
調
整
を
行
い
、

金
良
長
堂
地
域
を
計
画
区
域
へ
取

り
込
め
る
よ
う
、
協
議
・
調
整
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
下
水
道
料
金
と
整
備
時
の

個
人
負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

上
下
水
道
部
長

下
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
水
道
料

金
の
３
割
程
度
。
下
水
道
を
接
続

す
る
場
合
の
工
事
費
用
は
宅
地
の

形
状
や
配
管
方
法
に
よ
り
、
金
額

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
平
均

30
万
円
程
度
で
あ
る
。

長
嶺
城
址
公
園
は
地
域
の
活
性

化
に
着
実
に
繋
が
る

質
問
長
嶺
城
址
公
園
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長

平
成
29
年
４

月
に
長
嶺
城
址
総
合
公
園
基
本
計

画
等
策
定
委
託
業
務
を
発
注
し
、

基
本
計
画
や
基
本
設
計
に
着
手
し

て
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
は
６
月
21
日
に
地
権
者
に

豊政会
赤嶺　勝正

子を産み、子育てしやすい、
安全・安心して住める豊見城を

住みよいまちづくりを！

保
育
所
保
育
指
針
に
つ
い
て

質
問
保
育
所
保
育
指
針
が
改
定
さ

れ
た
背
景
・
趣
旨
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長
０
歳
か
ら
２
歳
児
の

保
育
所
利
用
児
童
数
の
増
加
、
子

育
て
の
負
担
や
孤
立
感
の
高
ま
り

な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

す
る
な
ど
が
背
景
で
す
。
改
定
の

趣
旨
は
、
乳
児
、
３
歳
未
満
児
の

保
育
に
関
す
る
記
載
の
充
実
、
幼

児
教
育
の
積
極
的
な
位
置
づ
け
、

安
全
な
保
育
環
境
の
確
保
な
ど
、

職
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
記
載

の
充
実
で
す
。

質
問
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長
改
定
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
保
育
幼
稚
園
課
に
特
命

副
参
事
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
幼
児
期
か
ら
児
童
期
へ

の
円
滑
な
接
続
を
図
れ
る
よ
う
保

育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、

小
学
校
と
の
相
互
連
携
と
接
続
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
場
で
は
、
平
成

30
年
度
改
定
後
、
指
針
内
容
の
共

通
認
識
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

農
振
・
農
用
地
に
つ
い
て

質
問
地
域
説
明
会
で
の
地
権
者

の
参
加
人
数
、
主
な
意
見
や
質
問

に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長

参
加
者
は
８

地
域
合
計
で
197
名
、
14.3
％
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。
主
な
意
見
・
質

問
は
、
総
合
見
直
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
の
質
問
、
意
見
は
、

高
齢
化
で
後
継
者
が
い
な
い
、
土

地
を
農
地
と
し
て
活
用
し
て
い
な

い
の
で
分
家
住
宅
に
利
用
し
た
い
。

今
後
進
め
ら
れ
る
道
路
計
画
に

伴
っ
て
土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
等
が
あ
り
ま
し

た
。

質
問
土
地
利
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長

農
業
を
し
て

い
る
方
の
17.6
％
が
将
来
農
地
を
拡

大
し
た
い
。
55.1
％
が
現
状
を
希
望
、

課
題
と
し
て
収
入
が
少
な
い
48.5
％

と
最
も
多
く
、
次
に
価
格
が
不
安

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基
盤
整
備

で
は
、
39.7
％
の
方
が
農
業
用
水
の

確
保
で
し
た
。
自
由
意
見
で
は
、

分
家
住
宅
と
し
て
土
地
利
用
を
し

た
い
。
一
方
で
、
農
用
地
区
域
は

残
し
て
ほ
し
い
。
担
い
手
の
育
成
、

所
得
向
上
、
補
助
事
業
希
望
者
に

事
業
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。
と

い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
道
257
号
線
の
進
捗
状
況

・
市
道
49
号
線
の
安
全
対
策

・�

市
道
442
号
線
（
旧
市
道
22
号

線
）
の
安
全
対
策

豊
見
城
中
学
校
区
が
児
童
の
数

が
多
い
の
に
・
・
・
な
ぜ
？

質
問
豊
見
城
中
学
校
区
に
児
童

館
が
な
い
の
か
市
の
見
解
を
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
現
在
、
長
嶺

中
校
区
、
伊
良
波
中
校
区
に
は
児

童
館
を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
議

員
ご
質
問
の
豊
見
城
中
校
区
に
は

児
童
館
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

各
中
学
校
区
へ
の
児
童
館
設
置
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
質
問
の
豊
見
城
中
校
区
の
児

童
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
場
所
の

選
定
、
用
地
の
確
保
に
係
る
財
政

的
な
負
担
も
大
き
い
事
な
ど
、
総

合
的
な
判
断
や
検
討
に
時
間
を
要

し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
と
安
心
し
て
産
み
育
て

る
事
が
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成

の
た
め
に
も
、
設
置
に
向
け
引
き

続
き
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
論
不
足
と
市
民
へ
の
説
明
不

足
と
感
じ
る
が
・
・
・

質
問
豊
崎
地
区
の
駐
車
場
有
料

化
に
つ
い
て
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長

豊
崎
地
内
の

公
園
駐
車
場
で
は
目
的
外
駐
車
や

長
時
間
駐
車
な
ど
の
迷
惑
駐
車
に

対
す
る
苦
情
や
指
摘
が
多
く
、
月

平
均
359
台
の
目
的
外
駐
車
な
ど
が

あ
り
注
意
喚
起
す
る
も
効
果
が
な

い
状
況
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

調
査
、
対
策
な
ど
検
討
し
た
結
果
、

那
覇
市
公
園
駐
車
場
有
料
化
を
参

考
に
社
会
実
験
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
回
の
駐
車

場
有
料
化
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

質
問
「
ぱ
っ
と
ビ
ー
チ
に
行
け

な
く
な
る
ね
」
な
ど
の
声
も
あ
り

ま
す
が
、
ビ
ー
チ
駐
車
場
有
料
化

に
伴
い
、
ど
の
ぐ
ら
い
利
用
者
減
、

影
響
を
見
積
も
っ
て
い
る
か
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長

今
回
の
社
会

実
験
で
今
後
の
利
用
状
況
な
ど
、

推
移
を
分
析
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問
今
の
答
弁
だ
と
実
際
ど
れ

ぐ
ら
い
減
少
す
る
か
予
測
し
て
い

な
い
よ
う
で
す
ね
。
で
は
、
市
公

園
条
例
の
１
㎡
月
90
円
を
根
拠
に
、

年
間
総
額
を
見
積
も
っ
て
い
る
か

伺
う
。

公
園
緑
地
課
長

今
回
の
全
駐

車
場
の
面
積
が
約
２
万
7
千
500
㎡

あ
り
ま
す
。
条
例
上
の
１
㎡
90

円
・
月
を
も
と
に
年
額
を
算
出
す

る
と
、
年
総
額
2
千
970
万
円
に
な

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
ビ
ー
チ
浚
渫
に
つ
い
て

・
市
民
憲
章
に
つ
い
て

声論会
大田　正樹
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業
者
が
辞
退
し
な
い
募
集
を

質
問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

部
門
が
平
成
24
年
に
業
者
に
委
託

さ
れ
５
年
が
経
過
。
契
約
期
限
で

委
託
業
者
の
選
定
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

業
者
選
定
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
を
採
用
し
た
理
由
、
募

集
業
務
の
経
過
、
何
社
説
明
会
に

参
加
し
た
の
か
、
辞
退
し
た
業
者

の
理
由
、
募
集
期
間
、
委
託
金
額

に
つ
い
て
伺
う
。
調
理
部
門
と
配

送
部
門
を
同
一
業
者
に
委
託
し
て

い
る
理
由
、
別
業
者
に
委
託
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

３
社
応
募
し
た
が
２
社
辞
退

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
学
校

給
食
は
安
全
安
心
で
安
定
的
な
給

食
が
求
め
ら
れ
る
。
業
者
の
基
本

的
な
考
え
方
や
衛
生
管
理
、
作
業

体
制
、
取
り
組
む
意
識
、
見
積
額
、

経
営
の
安
定
な
ど
総
合
的
に
評
価

す
る
た
め
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
を
採
用
。
平
成
28
年
12
月
22

日
か
ら
募
集
要
項
を
配
布
、
翌
年

１
月
10
日
に
説
明
会
、
３
社
が
参

加
。
現
場
見
学
会
を
行
い
、
１
月

30
日
ま
で
に
３
社
が
提
案
書
を
提

出
。
う
ち
２
社
が
配
送
車
の
手
配

が
厳
し
い
理
由
で
辞
退
。
１
社
が

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
２
月
22
日
に
契

約
。
契
約
金
額
は
、
５
年
間
で

７
億
６
千
111
万
円
。
調
理
と
配
送

を
同
一
業
者
に
し
た
方
が
効
率
的

な
作
業
と
な
る
た
め
、
別
業
者
に

委
託
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

公
営
墓
地
字
嘉
数
地
内
に
決
定

質
問
公
営
墓
地
整
備
の
基
本
方

針
、
用
地
の
選
定
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

生
活
環
境
課
長

利
用
者
が
故

人
を
忍
び
な
が
ら
憩
え
る
場
、
近

隣
住
民
等
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ

い
場
、
こ
れ
ま
で
の
墓
地
イ
メ
ー

ジ
を
一
新
で
き
る
景
観
に
配
慮
、

安
価
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
納
骨

堂
、
合
葬
墓
、
芝
生
墓
等
の
新
し

い
形
態
を
採
用
す
る
。

　

用
地
選
定
は
、
５
カ
所
の
候
補

地
か
ら
本
市
公
園
整
備
計
画
と
の

連
携
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
候
補

地
を
字
嘉
数
地
内
に
決
定
。
今
年

度
に
基
本
設
計
、
平
成
30
年
の
都

市
計
画
決
定
へ
、
平
成
31
～
32
年

度
に
用
地
確
保
、
33
年
度
に
工
事

を
行
い
、
34
年
度
供
用
開
始
。

質
問
市
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

の
利
活
用
状
況
、
改
善
、
移
動
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

文
化
課
長
昨
年
度
40
団
体
、

２
千
853
名
の
利
用
、
市
内
外
の
老

人
ホ
ー
ム
、
学
童
ク
ラ
ブ
、
小
学

校
の
授
業
で
調
べ
学
習
に
利
用
。

役
割
は
果
た
し
て
お
り
、
既
存
の

施
設
で
努
め
て
い
き
た
い
。

日本共産党
佐事　安夫

学校給食は安全・安心で安定的に
提供できるように

東部地域の活性化に向けて
着実な前進を！

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問
金
良
・
長
堂
地
域
へ
の
下

水
道
施
設
の
整
備
予
定
は
い
つ
か

伺
う
。

上
下
水
道
部
長

金
良
・
長
堂

地
域
へ
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
予
定
は
な
い
が
、

平
成
32
年
に
次
期
整
備
構
想
等
の

見
直
し
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
際
に
再
度
県
と
調
整
を
行
い
、

金
良
長
堂
地
域
を
計
画
区
域
へ
取

り
込
め
る
よ
う
、
協
議
・
調
整
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
下
水
道
料
金
と
整
備
時
の

個
人
負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

上
下
水
道
部
長

下
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
水
道
料

金
の
３
割
程
度
。
下
水
道
を
接
続

す
る
場
合
の
工
事
費
用
は
宅
地
の

形
状
や
配
管
方
法
に
よ
り
、
金
額

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
平
均

30
万
円
程
度
で
あ
る
。

長
嶺
城
址
公
園
は
地
域
の
活
性

化
に
着
実
に
繋
が
る

質
問
長
嶺
城
址
公
園
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長

平
成
29
年
４

月
に
長
嶺
城
址
総
合
公
園
基
本
計

画
等
策
定
委
託
業
務
を
発
注
し
、

基
本
計
画
や
基
本
設
計
に
着
手
し

て
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
は
６
月
21
日
に
地
権
者
に

説
明
会
を
予
定
し
て
い
る
。
９
月

に
は
都
市
計
画
等
市
民
全
体
説
明

会
を
経
て
、
都
市
公
園
整
備
事
業

の
合
意
形
成
を
図
り
、
平
成
29
年

度
内
の
都
市
計
画
決
定
及
び
都
市

公
園
事
業
認
可
な
ど
の
手
続
き
や

申
請
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
平
成

30
年
度
よ
り
都
市
公
園
国
庫
補
助

事
業
に
採
択
さ
せ
、
実
施
設
計
、

調
査
等
を
進
め
て
、
平
成
31
年
度

よ
り
用
地
買
収
等
に
着
手
し
た
い
。

質
問
公
営
墓
地
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

生
活
環
境
課
長

平
成
29
年
３

月
に
豊
見
城
市
公
営
墓
地
整
備
計

画
を
策
定
し
、
基
本
方
針
を
定
め

る
と
と
も
に
公
営
墓
地
の
候
補
地

も
決
定
し
て
い
る
。
候
補
地
に
つ

い
て
は
、
豊
見
城
市
公
営
墓
地
建

設
用
地
立
地
可
能
性
調
査
に
て
評

価
さ
れ
た
５
カ
所
の
候
補
地
に
つ

い
て
、
周
辺
状
況
の
調
査
結
果
等

も
考
慮
し
、
複
数
項
目
に
て
候
補

地
の
比
較
及
び
評
価
を
行
い
、
そ

の
中
で
字
嘉
数
地
内
の
評
価
が
高

か
っ
た
こ
と
。
特
に
本
市
の
公
園

整
備
計
画
と
の
連
携
が
図
ら
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
候
補
地
を
字
嘉

数
地
内
に
決
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
学
童
保
育
に
つ
い
て

・
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
都
市
計
画
に
つ
い
て

豊政会
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土地区画整理事業縮小に伴う
代替整備の優先的取組みを… 声論会

外間　剛

長期にわたり課題が多い、
西海岸地区整備事業

土
地
区
画
整
理
事
業
縮
小
に
伴

う
認
定
道
路
に
つ
い
て

質
問
①
認
定
し
た
道
路
の
整
備

事
業
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
の
計
画
で

整
備
完
了
ま
で
お
お
む
ね
何
年
計

画
か
伺
う
。
②
現
況
も
な
く
供
用

開
始
も
な
い
認
定
道
路
に
接
道
さ

せ
た
建
物
建
築
は
可
能
か
伺
う
。

道
路
課
長
①
豊
見
城
・
高
安
地

区
の
代
替
整
備
事
業
と
し
て
平
成

24
年
度
か
ら
市
道
190
号
、
436
号
及

び
54
号
線
の
３
路
線
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
地
区
内
に
残
る

12
路
線
は
、
市
内
一
円
に
お
い
て
、

現
在
事
業
中
の
路
線
完
了
に
合
わ

せ
て
事
業
化
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
23
年
度
よ
り
街
路
補
助
事
業

を
活
用
し
、
饒
波
川
線
ほ
か
１
線
、

饒
波
川
線
２
工
区
及
び
３
工
区
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
饒
波
川

線
ほ
か
１
線
の
事
業
完
了
に
合
わ

せ
４
工
区
、
５
工
区
の
事
業
化
を

考
え
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
市
民

関
係
者
の
皆
様
か
ら
事
業
推
進
を

早
急
に
望
む
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
道
路

事
業
及
び
街
路
事
業
で
道
整
備
に

鋭
意
努
力
し
て
い
く
。

都
市
計
画
課
長
②
都
市
計
画
区

域
内
で
の
建
築
物
を
建
て
る
際
に

は
、
建
築
基
準
法
上
の
道
路
に
２

ｍ
以
上
、
敷
地
が
接
道
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
が
同
法
43

条
１
項
に
あ
る
。
建
築
基
準
法
上

の
道
路
に
は
、
現
存
道
路
以
外
に

道
路
事
業
等
の
事
業
計
画
の
あ
る

道
路
で
、
２
年
以
内
に
事
業
執
行

予
定
の
も
の
は
、
沖
縄
県
が
道
路

指
定
が
で
き
る
と
、
同
法
第
42
条

１
項
４
号
に
規
定
が
あ
る
。
道
路

に
接
し
て
な
い
敷
地
で
も
状
況
に

よ
り
建
築
可
能
な
場
合
が
あ
り
、

特
例
の
基
準
と
し
て
施
行
規
則
10

条
の
２
に
、
そ
の
敷
地
周
辺
に
公

園
、
広
場
等
広
い
空
地
を
有
す
る

場
合
の
規
定
が
さ
れ
て
い
る
。

質
問
県
の
指
定
要
件
の
基
準
を

伺
う
。

都
市
計
画
課
長
県
の
建
築
基
準

法
上
の
規
定
に
基
づ
く
道
路
指
定

に
係
る
取
扱
要
領
の
新
設
事
業
の

指
定
要
件
と
し
て
、
次
の
要
件
全

て
に
該
当
す
る
場
合
に
指
定
可
能

と
な
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
。

１�

事
業
認
可
等
の
告
示
が
さ
れ
て

い
る
も
の
。

２�

現
地
に
お
い
て
指
定
道
路
の
位

置
、
形
状
が
明
確
な
も
の
。

３�

道
路
が
利
用
可
能
な
状
態
に
工

事
が
進
捗
し
、
計
画
ど
お
り
に

供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
る
も
の
。

４�

指
定
道
路
に
面
し
て
建
築
さ
れ

る
建
築
物
の
利
用
に
際
し
、
交

通
上
、
安
全
上
、
防
災
及
び
衛

生
上
支
障
が
な
い
も
の
と
認
め

ら
れ
る
も
の
。
以
上
の
４
要
件
。

西
海
岸
地
区
の
津
波
災
害
時
の

避
難
表
示
の
設
置
に
つ
い
て

質
問
①
市
民
体
育
館
は
災
害
時

の
避
難
指
定
施
設
に
な
っ
て
い
る

が
、
外
階
段
か
ら
室
内
へ
避
難
し

た
際
に
誘
導
表
示
板
の
設
置
が
な

い
こ
と
か
ら
室
内
へ
の
表
示
板
設

置
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。
②
国
道

331
号
の
高
架
橋

に
設
置
さ
れ
て
い
る
避
難
階
段
へ

の
避
難
経
路
表
示
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長
①
屋
内
に
入
っ
て
か

ら
屋
上
ま
で
の
避
難
誘
導
表
示
板

に
つ
い
て
は
、
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
案
内
表
示
板
は
設
置
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
設
置
に
向
け
て
関

係
課
と
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
②
に
つ
い
て
高
架

橋
部
分
へ
の
避
難
経
路
表
示
は
安

全
上
の
考
慮
か
ら
厳
し
い
旨
の
回

答
で
す
。

生
活
排
水
路
整
備
に
つ
い
て

質
問
与
根
漁
港
内
、
漁
港
に
向

か
っ
て
体
育
館
側
が
南
側
で
す
。

自
治
会
側
が
西
側
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
排
水
溝
が
土
砂
や
雑

草
等
で
埋
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
前
回
の
浚
渫
か

ら
10
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
相
当
の
土
砂
等
が
堆
積
し
て

い
る
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

可
能
な
限
り
早
期
に
対
応
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
南
側
と
同
様
に
排

水
路
へ
の
土
砂
の
堆
積
を
確
認
し

て
い
ま
す
の
で
、
事
業
予
算
の
執

行
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
浚
渫
、

除
草
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

質
問
市
道
７
号
線
に
特
別
高
圧

送
電
線
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い

る
件
に
つ
い
て
伺
う
。
①
設
置
後

の
改
善
対
策
に
つ
い
て
沖
縄
電
力

と
事
前
協
議
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

②
旧
国
道

331
号
与
根
そ
ば
入
口
へ

の
右
折
帯
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

伺
う
。

経
済
建
設
部
長
①
沖
縄
電
力
と

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
②
与
根

入
り
口
交
差
点
箇
所
の
暫
定
改
良

工
事
も
予
定
し
て
い
る
。

豊政会
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日本共産党
瀬長　宏

市は和解ありきではなく、関係者の
証言など審理を尽くすべきです

損
害
賠
償
裁
判
の
原
告
主
張
は
法

的
要
件
等
を
ク
リ
ア
し
て
な
い

質
問
原
告
の
「
開
発
が
で
き
な

く
な
っ
た
の
は
、
誤
っ
た
証
明
書

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
の
み
が
原
因

で
あ
る
」
と
の
主
張
に
ど
う
当
局

は
反
論
し
て
い
る
の
か
。

税
務
課
長
市
街
化
調
整
区
域
内

の
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
県
の

審
査
に
お
い
て
、
相
当
量
の
技
術

基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
宅
地
課
税
証
明

書
の
確
認
の
み
を
も
っ
て
本
件
土

地
を
購
入
し
た
原
告
に
は
過
失
が

あ
る
と
の
主
張
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
い
く
つ
か
の
要
件
を
ク
リ

ア
し
な
い
と
、
建
築
許
可
も
開
発

許
可
も
お
り
な
い
と
い
う
の
が
現

実
で
す
か
ら
、
な
ぜ
こ
う
い
う
当

た
り
前
の
こ
と
が
裁
判
官
に
伝
わ

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

税
務
課
長
ま
ず
和
解
を
さ
せ
た

い
と
い
う
の
が
裁
判
官
の
意
向
で
、

市
と
し
て
強
い
主
張
を
し
続
け
る

と
、
当
然
裁
判
官
も
何
で
和
解
を

提
案
し
て
い
る
と
き
に
、
和
解
を

蹴
る
よ
う
な
主
張
を
す
る
の
か
と

い
う
、
そ
の
辺
を
踏
ま
え
て
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
実
に
反
す
る
原
告
主
張
は
、

証
拠
を
示
し
て
論
破
す
べ
き

質
問
和
解
を
す
る
前
に
や
る
べ

き
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

原
告
の
「
建
築
士
が
県
担
当
者
か

ら
証
明
書
が
あ
る
の
で
、
開
発
を

行
え
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
」
、

こ
の
主
張
に
ど
う
反
論
し
た
の
か
。

税
務
課
長
沖
縄
県
開
発
審
査
会

提
案
基
準
の
要
件
及
び
予
定
建
築

物
の
用
途
及
び
規
模
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
み
で
あ

り
、
前
提
事
実
に
誤
り
が
あ
る
と

の
主
張
を
や
っ
て
い
ま
す
。

質
問
問
い
合
わ
せ
を
し
た
け
れ

ど
も
事
前
協
議
は
や
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
主
張
は
事

実
に
反
す
る
、
う
そ
に
な
り
ま
す
。

原
告
の
「
土
地
売
買
契
約
に
お
け

る
原
告
の
注
意
義
務
は
、
宅
地
課

税
証
明
書
の
発
行
を
求
め
る
こ
と

で
足
り
、
そ
れ
以
上
の
注
意
義
務

は
存
在
し
な
い
」
と
の
主
張
に
ど

う
反
論
し
て
い
ま
す
か
。

税
務
課
長
宅
地
課
税
証
明
書
の

取
得
の
み
を
も
っ
て
建
築
が
可
能

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
は
、
注

意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
と
い

う
主
張
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
事
業
が
実
行
で
き
な
い
と

な
っ
た
場
合
、
解
約
条
項
を
入
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
誰
に
責
任
が

あ
る
ん
で
す
か
。

税
務
課
長
不
動
産
業
者
は
、
信

義
誠
実
義
務
等
か
ら
認
め
ら
れ
る

調
査
義
務
す
ら
尽
く
し
て
な
い
こ

と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

未
来
へ
繋
ぐ
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質
問
０
歳
児
か
ら
就
学
前
の
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
の
現
物
給
付

に
対
す
る
制
度
改
正
等
、
国
県
の

動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
国
は
少
子
化

対
策
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
平
成

30
年
4
月
に
改
正
予
定
。
県
は
平

成
30
年
10
月
に
改
正
予
定
し
て
お

り
、
制
度
の
方
針
が
定
ま
っ
て
い

な
い
現
状
で
す
。
国
民
健
康
保
険

に
お
け
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
受
け

な
い
範
囲
で
制
度
拡
充
に
努
め
て

い
き
た
い
。

質
問
新
聞
等
で
今
年
3
月
に
県

は
現
物
給
付
を
対
象
と
し
た
要
項

改
正
を
行
う
と
い
う
中
で
今
時
点

で
県
は
０
歳
児
か
ら
就
学
前
を
対

象
と
し
た
現
物
給
付
の
要
項
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
平
成
29
年
2

月
に
現
物
給
付
を
対
象
と
す
る
要

項
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
国
は
平
成
30
年
4
月
を
め

ど
に
０
歳
児
か
ら
就
学
前
を
現
物

給
付
対
象
と
す
る
。
県
は
今
時
点

で
現
物
給
付
を
対
応
で
き
る
中
で

さ
ら
に
改
正
し
10
月
に
延
び
る
。

県
が
仮
に
低
所
得
制
限
し
、
小
中

学
校
ま
で
枠
を
広
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
県
内
市
町
村
は
現
物
給
付

に
手
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
で
私
は
貧
困
対
策
に

繋
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
に
対
し
て
説
明
会
と
い
っ

た
状
況
と
し
て
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
6
月
に
第
１

回
目
の
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

豊
崎
の
護
岸
整
備
に
つ
い
て

質
問
平
成
28
年
12
月
定
例
会
に

お
い
て
県
南
部
土
木
事
務
所
に
対

し
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
よ
う

要
請
を
行
う
と
の
答
弁
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

道
路
課
長
平
成
28
年
12
月
22
日

付
け
に
て
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

護
岸
は
現
在
の
と
こ
ろ
機
能
面
が

損
な
わ
れ
て
い
る
状
況
で
は
な
い

た
め
繁
茂
し
て
い
る
雑
草
、
雑
木

に
つ
い
て
対
応
す
る
予
定
は
な
い

と
の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。

質
問
南
部
土
木
事
務
所
の
回
答

も
含
め
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
県
の
見
解
を
開
い
て
驚
い

て
い
ま
す
。
市
選
出
の
県
会
議
員

の
力
を
か
り
て
、
一
日
も
早
い
除

草
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
つ
い
て

質
問
広
域
化
へ
向
け
た
全
体
的

な
進
捗
状
況
を
伺
う
。

国
保
年
金
課
長
全
て
の
事
務
が

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。

声論会
新垣　繁人

子ども医療費助成∞国保納付金∞
護岸管理∞注視すべきは県にあり
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土地の高度利用を活かした
まちづくりについて 豊政会

當銘　清弘

市
街
化
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

質
問
①
今
回
の
見
直
し
の
理
由

と
箇
所
（
位
置
と
範
囲
、
面
積
に

つ
い
て)

②
土
地
利
用
動
向
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
①
今
後
人
口
増

加
が
見
込
ま
れ
、
将
来
に
わ
た
り

秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
図
る
必
要

が
あ
り
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
を

図
る
。
見
直
し
箇
所
は
６
地
区
の

110‌

ha
で
、
旧
国
道
３３１
号
（
伊
良
波

地
区
21.4‌

ha
）
翁
長
地
区
38.8‌

ha
市
道

25
号
線
（
渡
嘉
敷
、
渡
橋
名
、
座

安
地
区
17.3‌

ha
）
市
道
40
・
41
号
線

（
金
良
長
堂
地
区
3.2‌

ha
）
市
道
２

号
線
（
豊
見
城
地
区
0.8‌

ha
）
で
す
。

②
3
千
㎡
以
下
の
店
舗
、
事
務
所

共
同
住
宅
や
１５０
㎡
以
下
の
店
舗
の

立
地
が
可
能
で
す
。

質
問
近
隣
商
業
施
設
が
立
地
で

き
る
用
途
の
見
直
し
を
伺
い
ま

す
。

都
市
計
画
課
長
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
旧
国
道

３３１
号
か
ら
豊
崎
入
口
の
県
道
東
風

平
豊
見
城
線
沿
線
、
国
道
331
号
小

禄
バ
イ
パ
ス
沿
線
、
名
嘉
地
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
旧
県
道
68

号
線
沿
線
、
真
玉
橋
の
国
道
３２９
号

沿
線
を
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と

整
備
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

農
振
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

質
問
①
進
捗
状
況
に
つ
い
て
②

地
権
者
意
向
調
査
結
果
に
つ
い
て

③
見
直
し
基
準
は
④
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
⑤
保
栄
茂
非
農
用
地
の
取
扱

い
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
長
①
基
礎
調
査
終

了
し
計
画
案
作
成
中
②
108
筆
11.8‌

ha

計
画
変
更
希
望
あ
り
③
土
地
改
良

区
の
基
盤
整
備
地
区
は
存
続
し
集

団
性
に
欠
け
る
飛
地
小
規
模
な
区

域
は
周
辺
土
地
利
用
状
況
や
補
助

事
業
の
可
能
性
、
農
地
転
用
等
を

勘
案
し
除
外
を
検
討
。
又
編
入
も

考
慮
し
公
共
の
福
祉
を
優
先
④
平

成
30
年
度
計
画
作
成
予
定
⑤
土
地

改
良
事
業
計
画
で
農
家
の
分
家
住

宅
用
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
農
振

計
画
で
は
白
地
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

質
問
①
返
礼
品
に
つ
い
て
②
返

礼
品
の
上
限
は
何
割
か
③
返
礼
品

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
ま
す
。

企
画
情
報
課
長
①
豊
見
城
市
を

よ
く
知
っ
て
も
ら
い
親
し
み
が
持

て
る
特
産
品（
マ
ン
ゴ
ー
、ト
マ
ト
、古

酒
、ウ
ー
ジ
染
、加
工
食
品
）特
典
品

（
宿
泊
券
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
、豊
崎
美

ら
S
U
N
ビ
ー
チ
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
）を
提
供
す
る
②
寄
附
額
の
三

割
程
度
③
人
間
ド
ッ
ク
利
用
券
、

体
験
型
を
拡
張
し
た
魅
力
あ
る
返

礼
品
の
導
入
を
検
討
す
る
。

声論会
宜保　安孝

道
路
行
政
に
つ
い
て

質
問
本
市
に
お
け
る
道
路
整
備

の
予
算
に
お
い
て
国
、
県
等
か
ら

の
予
算
が
毎
年
削
減
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
過
去
３
年
間
の
経
緯
を
伺

い
ま
す
。

経
済
建
設
部
長
道
路
事
業
と
し

て
、
27
年
度
は
当
初
予
算
要
望
額

13
億
７
千
万
円
に
対
し
、
交
付
決

定
額
が
９
億
２
千
万
円
で
、
交
付

率
が
約
68
％
、
28
年
度
は
当
初
予

算
要
望
額
９
億
８
千
万
円
に
対
し
、

交
付
決
定
額
が
８
億
４
千
万
円
で
、

交
付
率
約
86
％
、
平
成
29
年
度
は

当
初
予
算
要
望
額
が
９
億
３
千
万

円
に
対
し
て
、
交
付
決
定
額
が

６
億
円
で
、
交
付
率
は
約
65
％
。

質
問
県
選
出
国
会
議
員
や
市
選

出
県
議
会
議
員
と
の
連
携
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
長
特
に
西
銘
恒
三
郎
代
議
士

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国
土
交
通

委
員
長
で
あ
り
ま
す
の
で
直
接
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果

で
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
の
延
伸

で
あ
る
小
禄
道
路
、
そ
し
て
本
市

の
次
な
る
発
展
の
起
爆
剤
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
与
根
ゴ
ル
フ

場
周
辺
の
区
画
整
理
事
業
成
功
の

か
ぎ
と
な
る
豊
見
城
道
路
の
ア
ク

セ
ス
道
路
等
の
国
道
の
予
算
は
満

額
つ
い
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。
ま
た
市
選
出
県
議
会
議

員
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
島
袋

大
県
議
に
は
、
昨
年
要
請
に
行
き

ま
し
た
旧
国
道
331
号
線
の
早
期
整

備
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
実
施
設

計
を
発
注
し
、
与
根
入
口
の
右
折

帯
整
備
は
早
速
今
年
度
暫
定
で
整

備
。
ま
た
一
昨
年
に
な
り
ま
す
が
、

新
田
宜
明
前
県
議
に
は
、
市
道
46

号
線
万
人
橋
の
予
算
の
１
年
前
倒

し
で
獲
得
に
お
力
添
え
を
い
た
だ

い
て
、
先
月
開
通
式
を
無
事
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
昨
年
県
議
に
当
選
さ
れ
た
瀬
長

美
佐
雄
県
議
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
県
政
与
党
」
で
あ
り
ま
す
の
で
、

毎
年
削
減
さ
れ
て
い
る
道
路
予
算

の
増
額
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
寺
子
屋
学
習

・
保
育
士
加
点
制
度

・「
自
転
車
活
用
法
」
に
つ
い
て

県政の停滞から波及し、豊見城
市政への影響が如実に表れて来た

道路予算が削減され渋滞緩和対策にも影響が…
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質
問

市
道

175
号
線
豊
見
城

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
内
の
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

道
路
課
長
市
道
175
号
線
の
事
業

進
捗
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28

年
７
月
ま
で
で
、
進
捗
率
約
54
％

と
な
っ
て
お
り
、
総
事
業
費
約

１
億
３
千
900
万
円
の
う
ち
、
約

７
千
500
万
円
、
施
工
範
囲
２
千
770

平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
約

１
千
130
平
方
メ
ー
ト
ル
の
の
り
面

工
事
及
び
磁
気
探
査
業
務
を
完
了

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
平
成
28

年
10
月
に
交
付
申
請
い
た
し
ま
し

た
補
正
予
算
に
て
、
残
り
の
範
囲

の
約
１
千
640
平
方
メ
ー
ト
ル
の
の

り
面
工
事
及
び
磁
気
探
査
を
事
業

費
約
６
千
400
万
円
、
工
期
を
平
成

29
年
２
月
か
ら
平
成
29
年
６
月
ま

で
の
予
定
に
て
現
在
施
工
中
で
あ

り
、
事
業
完
了
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
す
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

質
問
市
道
26
号
線
（
渡
嘉
敷
）

市
道
23
号
線
（
保
栄
茂
）
の
エ
コ

シ
テ
ィ
ー
と
は
し
な
、
県
営
渡
橋

名
団
地
入
口
交
差
点
の
安
全
標
識

に
つ
い
て
伺
う
。

協
働
の
ま
ち
推
進
課
長
渡
嘉
敷

側
に
は
停
止
線
と
電
柱
へ
の
一
時

停
止
の
電
柱
幕
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
規
制
標
識
は
設
置
を
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
議
員
ご
指
摘
の

と
お
り
、
こ
ち
ら
の
道
路
は
車
の

往
来
が
多
く
確
認
し
て
い
ま
す
。

豊
見
城
警
察
署
へ
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
規
制
標
識
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
道
路
整
備
の
進
捗
を
確

認
し
つ
つ
、
交
通
量
の
状
況
等
を

踏
ま
え
た
上
で
検
討
を
し
、
今
後
、

関
係
機
関
へ
要
請
し
て
い
く
考
え

で
す
。
そ
れ
と
新
た
に
見
え
や
す

い
よ
う
に
工
夫
し
て
対
策
も
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問
県
道
11
号
線
根
差
部
入
口

交
差
点
の
信
号
機
設
置
時
期
に
つ

い
て
伺
う
。

協
働
の
ま
ち
推
進
課
長
根
差
部

入
口
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

信
号
機
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

豊
見
城
警
察
署
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
信
号
機
を
設
置
す
る
予

定
と
の
回
答
は
得
て
い
ま
す
。　

豊政会
赤嶺　一富

災害に強いまちづくりについて

損
害
賠
償
事
件
に
つ
い
て

質
問
訴
訟
上
、
市
当
局
が
和
解

を
期
待
す
る
真
意
は
ど
こ
に
あ
る

か
伺
う
。

税
務
課
長
市
が
と
る
べ
き
姿
勢

と
し
て
、
可
能
な
限
り
市
民
へ
損

害
を
与
え
な
い
。
そ
れ
か
ら
大
き

な
損
害
が
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
。

質
問
訴
訟
上
の
解
決
が
困
難
で

あ
る
と
の
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

税
務
課
長
判
決
で
は
土
地
購
入

代
金
や
諸
費
用
、
利
息
、
逸
失
利

益
、
遅
延
損
害
金
等
相
当
額
の
賠

償
金
の
支
払
が
予
想
さ
れ
る
。

質
問
損
害
賠
償
事
件
の
焦
点
で

あ
る
土
地
の
所
有
権
移
転
に
関
す

る
過
去
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

税
務
課
長
昭
和
51
年
の
換
地
処

分
の
際
に
、
田
ん
ぼ
か
ら
畑
へ
、

そ
の
後
平
成
23
年
４
月
20
日
付
で

雑
種
地
へ
変
更
さ
れ
て
い
る
。

豊
崎
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

質
問
豊
崎
公
園
の
管
理
等
の
仕

組
み
や
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長
管
理
形
態
は
①

直
営
管
理
②
委
託
管
理
③
指
定
管

理
等
が
あ
る
。
豊
見
城
市
豊
崎
海

浜
公
園
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
令
で
規
定
し
て
い
る
。

質
問
公
園
管
理
の
受
発
注
の
形

式
や
過
去
の
受
発
注
に
関
す
る
経

過
に
つ
い
て
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長
豊
崎
海
浜
公
園

等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

令
に
基
づ
き
、
指
定
管
理
者
募
集

要
項
及
び
豊
見
城
市
公
園
指
定
管

理
者
募
集
要
項
を
制
定
し
て
、
広

報
や
Ｈ
Ｐ
で
公
募
し
て
い
る
。

質
問
現
在
の
受
注
金
額
と
会
社

名
を
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長
２
企
業
が
２
ヶ

所
受
注
、
緑
化
振
興
会
が
３
年
契

約
で
１
億
７
千
520
万
円
、
Ｔ
Ｓ
Ｐ

共
同
企
業
体
が
１
年
の
指
定
管
理

料
と
し
て
１
千
660
万
円
。

与
根
地
区
道
路
整
備
に
つ
い
て

質
問
与
根
地
区
市
道

206
号
線
の

一
部
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
本
議

会
前
に
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
担

当
課
が
早
速
仮
整
備
を
行
っ
て
お

り
、
市
民
要
請
応
諾
型
の
姿
勢
で

あ
り
、
感
謝
し
た
い
。

損害賠償事件と市当局の姿勢
について 海千山千の会

比嘉　仁一

理不尽なことで、市民が損害を受ける必要はない

市道175号線、豊見城ニュータウン地内の工事は完了

市地主業者

売買契約

損害請求?
理不尽
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ようこそ豊見城市へ！ 行政視察受け入れ状況

○平成29年度視察受け入れ状況（平成29年 8月末時点）

市議会の詳しい情報は、豊見城市議会のホームページをご覧ください。　

と　 み　ぐすく

毎年、本市には全国各地の議会から行政の取り組み状況や市内の関連施設について視察の方々が訪れます。
なお、視察の際には関係各課、議会事務局で対応し説明を行っております。来訪都市、視察内容について、
ご紹介します。

青森県十和田市議会

議会だより調査特別委員会メンバー

福島県川俣町議会 茨城県下妻市議会

検  索豊見城市議会　　　　×

　本会議は誰でも傍聴することができます。会議当日、傍聴者
名簿に住所・氏名等を記入するだけの簡単な手続きです。市議
会の活動を知るよい機会となりますので、ぜひお越しください。

　（6月定例会の傍聴人数は27人でした。）

議　会　傍　聴　の　ご　案　内

　会期日程は決定次第、ホームペー
ジに掲載します。詳しくは、議会事
務局（Tel.098-850-0025）まで
お問い合わせください。

次の定例会は９月12日
開会予定です。

編集後記

市議会だよりリニューアル！！NEWＳ 議会だよ議会だよ議会だよ議会だよ議会だよ議会だよ議会だよ議会だよりりりりりりリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルリニューアル！！！！
　本号から、分かりやすく、もっと親しまれる

紙面を目指して、議会だよりが生まれ変わりま

した。これからも市民のみなさんに「よみたい」

と感じていただける「議会だより」を目指して

取り組んで行きます。

　今回号から紙面を刷新しました。市民
からの意見や編集委員の如何にしたらわ
かりやすい、読みやすい紙面にするか努
力してきた結果であります。
　市民の意見をおおいに取り入れていき
ますのでご意見をお願いします。
　戦後72年が経過してきましたが、戦
争の危機が叫ばれています。一方、平和
を求める声も大きくなっています。

　国連で7月7日に核兵器禁止条約が採
択されました。今、国連を動かしている
のは大国でなく、小国の多数が強くなっ
てきました。民主主義が世界に根付いて
きた証です。
　豊見城市は核兵器廃絶都市宣言をして
います。市民運動が国を動かし、世界を
動かしていることも歴史が進んでいる証
です。　　　　　　　　　　（佐事安夫）

トミッキー

Vol.
2017 . 9 . 5

Tomigusuku City Council News

179

Vol.
2017 . 9 . 5

発
行

発行

179

６月定例会

全国市議会議長会
永年勤続表彰

全国市議会議長会より、永
年にわたり地方自治の進
展に寄与した功績により、
瀬長 宏 議員が20年勤続
表彰を受けました。

視察時期 議会名 視察内容
視察人数

議員 職員

平成29年4月24日 大阪府和泉市議会 市役所庁舎及び議場について 1 0

平成29年7月4日 青森県十和田市議会 “うない”の活躍が社会を変える！プロジェクトについて 8 0

平成29年7月4日 福島県川俣町議会 豊見城市まち・ひと・しごと人口ビジョン・総合戦略について 6 3

平成29年7月5日 静岡県御殿場市議会 第四次豊見城市行政改革アクションプランについて 7 2

平成29年7月10日 茨城県下妻市議会 庁舎建設基本構想及び建設位置の選定について 6 2
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